
公文書館の運営について

１（仮称）仙台市公文書館の業務内容（案）

(1)歴史的公文書の選別・移管

(2)歴史的公文書の整理・保存

(3)歴史的公文書の閲覧

(4)企画展示、普及啓発

２（仮称）仙台市公文書館の運営体制（案）

３ 今後の検討課題

資料４
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１（仮称）仙台市公文書館の業務内容（案）

(1)歴史的公文書の選別・移管

各課（文書所管課）

文書の作成・収受・
施行・完結

保存期間満了まで保管

文書事務管理課

公文書館

⑤歴史的公文書候補
一覧について、
「移管」又は「延
長」を回答

①保存期間満了前に，各課所管文書
の一覧から基準に沿って選別

②文書事務管理課に歴史的
公文書候補一覧を提示
各課への通知・回答とり
まとめの依頼

③各課に歴史的公文書候補
一覧を通知

④保存期間延長か公文書館
への移管かを確認

⑥各課からの回答
をとりまとめ、
公文書館へ通知

⑦移管候補文書の
リストを各課に通知

⑧歴史的公文書候補を
引渡し

現 行
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(1)歴史的公文書の選別・移管
今後の予定
①移管対象組織の拡大
②レコードスケジュール導入

公文書館

各任命権者の文書事務管理課

企
業
局(

４)

行
政
委
員
会

事
務
局(

５)

市
長
部
局

各課（文書所管課）

①文書の完結時までに
レコードスケジュール

（※）を登録する

②目録の作成・提出

③目録のとりまとめ・
公表

④レコードスケジュール
への助言依頼 ⑤レコードスケジュール

の確認

⑥レコードスケジュール
修正の助言

⑦公文書館の助言に基づく
レコードスケジュールの
修正依頼

⑧レコードスケジュールの
修正

※レコードスケジュール
文書完結までに文書の
保存期間満了後の措置
を登録する仕組み
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(1)歴史的公文書の選別・移管

選別文書に係る担

当者打合せ

選別作業

候補簿冊決定

各課へ通知

➤年度ごとの選別実施計画
➤選別方針の決定
➤選別対象年度の情報収集・共有

施政方針，議案書，議会資料，記者会見資料，記者発表資料

➤課単位で選別対象簿冊リストを抽出，確認
➤２～３名の班単位で担当局区の割り振りを決め作業実施
➤判断が分かれるものについての再検討

➤「歴史的公文書候補簿冊」の決定
➤文書事務管理課を通して各課に通知

候補簿冊を保存期間満了後，保存期間を「延長」するか
公文書館に「移管」するか確認，決定のうえ回答

➤各課からの回答により移管対象簿冊を確定

公文書館での選別作業の流れ
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(2)歴史的公文書の整理・保存

●簿冊の授受

●簿冊情報の

突合

●簿冊情報の

修正

●移管決定通知

の発送

●移管文書の

くん蒸

↓

●文書の状態

の確認

●整理・分類

（目録作成）

行政文書

刊行物

市史編さん

資料

写真等

↓

●排架

●補修作業

劣化要因
（ホチキス針等）
除去
埃を払う
皺を伸ばす
破れ等を
和紙で繕う
装丁の綴直し
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(2)歴史的公文書の整理・保存

保存環境の整備

直射日光対策 ➤内壁の設置による直射日光の遮断

温湿度対策
➤内壁の設置による外気の遮断
➤書庫内各部屋にエアコン、除湿器を設置
➤データロガー設置による温湿度環境把握

防火体制
➤火災報知器、消火器の設置
➤防火計画の作成
➤研修を受けた職員を防火責任者として配置

IPM等
➤書庫出入口に粘着マット設置
➤書庫内環境調査の実施（書庫内にトラップ設置・結果分析）
➤新規搬入文書のくん蒸
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(2)歴史的公文書の整理・保存

目録の作成

簿冊（ファイル）情報を記載した目録を作成
件名（背表紙名）
簿冊の完結年度
作成課名 等
（簿冊情報に係るメタデータ）

簿冊状況（閲覧可・不可・一部不可・作業中・審査中等）

目録システムへの
搭載

目録データをシステムに取込み
収蔵している簿冊情報はシステム内で一括管理

収蔵資料の情報管理

※（仮称）仙台市公文書館 目録システム
・検索用語を入力することで簿冊を探すことができるシステムを構築
・仙台市のホームページ上に掲載
・来館せずにあらかじめ閲覧したい簿冊を調べ，閲覧請求することが可能となる
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(3)歴史的公文書の閲覧

閲覧

申請

基準に基づき

内容審査

申請者に提示

・公開

・一部非公開

・非公開

・目録システム内
メールフォーム

・紙文書（郵送、
直接届出）

・仙台市役所職員に
よる業務利用

・申請受理
申請内容確認

・該当簿冊の確認
存否
劣化状況
利用審査基準に基づく
内容審査
↓

・公開の可否を検討

・公開の是非を決定
・決定内容への不服申立
対応

・複写要望への対応
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(4)企画展示・普及啓発

➤所蔵文書を利用した展示
・セミナールーム兼展示室のスペースを利用
・常設展示 「行政としての仙台市の記録」から検討
・企画展示

➤関係施設との協働・協力
・宮城県公文書館・東北大学史料館との連携
・仙台市の他施設(博物館、歴史民俗資料館等)との情報共有、
共同事業の企画

➤公文書館広報紙の発行
・紀要の発行（年1回），「公文書館だより」の発行（庁内・庁外）

→“公文書館”事業の周知
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２（仮称）仙台市公文書館の運営体制（案）

「（仮称）仙台市公文書館」の位置づけ

●公文書館法に基づき設置

●設置根拠となる条例を策定

●市の直営による運営

●①公文書に関する専門的な知識や技術が必要

②主要業務において，個人情報などの取扱いについて

慎重な判断が求められる

↓

行政職員，専門職員それぞれの配置が必要
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「（仮称）仙台市公文書館」の職員体制

●行政職員

・歴史的公文書の収集選別 ・公文書館に関する例規，規定等の管理

・公文書館目録システムの維持管理

・公文書館建物の維持管理 ・予算，決算，金銭出納管理

●専門職員

・歴史的公文書の収集選別

・歴史的公文書の整理保存（目録作成・登録，補修作業，内容審査含）

・閲覧利用申請対応 ・展示等の企画，実施

・（仮称）仙台市公文書館の広報
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３ 今後の検討課題

➤各課保管文書の調査，移管

・本市文書管理システムに登録されていない文書（平成19年7月までに完結

した文書）について，歴史的公文書存否調査や移管作業が必要

→仙台市本庁舎の建替による文書整理・移動にあわせ検討

➤デジタルアーカイブ化

・原本の保存状態や内容，利用頻度に応じ，デジタル化等を含めた代替物の

作成やその代替物による公開を検討

➤職員の育成

・公文書館職員の資質向上のための，知識や技術の取得，情報収集の必要性

・公文書館の適切な運営は本市の公文書管理の適切な運用が前提であり，

市職員の公文書管理に対する意識の向上や研修への支援が必要
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